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　人のうごき　
（平成23年10月末）

人口　93,962（－87）
世帯　47,967（－15）
（　）は前月比

固定資産税・都市計画税第4期
12月26日まで
国民健康保険料・
後期高齢者医療保険料第7期
介護保険料第7期
1月4日までに納めましょう

■今月の表紙
　現在、会員24人で活動する室蘭手打ち
そば愛好会。月 2回のそば打ちを楽しむ
他に、高校などに出向いて教えることも
多い。作ったそばを家族や近所の人が喜
んで食べてくれるのがうれしいと、真剣
にそばを打つ。

■発行・編集
北海道室蘭市市民対話課
〒051-8511 室蘭市幸町1‒2
☎ 0143-25-2193
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 http://www.city.muroran.lg.jp/
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地
域の

雪
が
降
っ
て
も
心
配
し
な
い
で
ー
。
高
齢
者
に
と
っ

て
、
冬
場
の
雪
か
き
は
大
き
な
悩
み
の
種
。
そ
こ
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
雪
か
き
の
応
援
を
必
要
と
し

て
い
る
高
齢
者
と
手
助
け
で
き
る
人
を
結
び
つ
け
る
取

り
組
み
を
発
案
。
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
雪
か
き
レ
ン

ジ
ャ
ー
を
募
集
し
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の
冬
に
始
動
し
た
。

水
元
町
、
高
砂
町
5
丁
目
、
天
神
町
で
試
験
的
に
実

施
。
玄
関
か
ら
道
路
ま
で
の
雪
か
き
で
、
1
回
30
分
程

度
で
500
円
。
登
録
し
た
63
人
の
雪
か
き
レ
ン
ジ
ャ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
高
齢
者
宅
の
雪
か
き
に
汗
を
流
し
た
。

「
初
め
は
大
変
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、〝
助
か
る

よ
〞
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

雪
か
き
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
い
る
か
ら
、
大
雪
の
日
で
も
安

心
と
思
っ
て
も
ら
え
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
雪
か
き
レ

ン
ジ
ャ
ー
の
一
人
は
話
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
さ
ら
に
高
砂
町
3
・
4
丁
目
と
大

沢
町
1
丁
目
、
母
恋
南
町
も
対
象
地
区
と
な
り
、
よ
り

多
く
の
雪
か
き
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
必
要
と
し
て
い
る
。
雪

か
き
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
増
員
と
と
も
に
、
さ
ら
に
対
象
地

域
を
拡
大
し
て
い
く
予
定
だ
。

「〝
雪
か
き
、
手
伝
う
よ
〞
と
い
う
声
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
」
と
同
協
議
会
の
工
藤
さ
ん
は
呼
び
掛
け
て

い
る
。
あ
な
た
も
雪
か
き
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
、
地

域
の
力
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
22‒

１
８
５
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

雪かきで地域の力に
高齢者宅の雪かき作業に汗を流す「雪かきレンジャー」

社会福祉協議会
雪かきレンジャー

生
誕
100
年　

八
木
義
德
の
世
界 

⑨

測
量
山
を
左
手
に
望
み
な
が
ら
祝
津
・
絵
鞆
方
面

に
向
か
っ
て
進
み
、
旧
室
蘭
駅
舎
を
過
ぎ
る
と
、
ほ
ど

な
く
問
屋
の
坂
が
見
え
て
く
る
。
幼
い
日
よ
り
八
木
義

德
も
幾
度
と
な
く
往
復
し
た
で
あ
ろ
う
そ
の
坂
の
前
を

少
し
行
く
と
、
か
つ
て
の
海
員
会
館
を
譲
り
受
け
、
昭

和
63
年
10
月
に
開
館
し
た
「
港
の
文
学
館
」
が
あ
る
。

札
幌
市
、
小
樽
市
に
続
く
道
内
3
番
目
の
文
学
館
だ
。

当
初
は「
市
立
室
蘭
図
書
館
附
属
文
学
資
料
館
」と
し
て

開
館
し
た
が
、
開
館
に
奔
走
し
た
人
々
が
「
港
の
文
学

館
」
の
愛
称
で
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
館
の
名
前
と
な
っ
た
。

こ
の
文
学
館
の
設
立
運
動
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
10

年
程
前
に
、
北
海
道
文
学
館
（
札
幌
市
）
が
本
市
で
開

催
し
た
『
風
土
の
中
の
文
学
碑
展
』
が
き
っ
か
け
で
あ

る
。
展
示
の
た
め
集
め
ら
れ
た
室
蘭
の
文
学
資
料
が
閉

展
後
、
保
管
す
る
場
が
無
く
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、

そ
れ
ら
の
収
集
と
保
管
を
目
的
に
集
ま
っ
た
有
志
が
、

昭
和
57
年
2
月
に
設
立
期
成
会
を
発
足
。
同
年
7
月
に

図
書
館
内
に
文
学
資
料
室
を
開
設
し
た
。

文
学
館
開
館
に
向
け
て
、
八
木
義
德
が
果
た
し
た

役
割
は
大
き
い
。
設
立
期
成
会
は
、
八
木
文
学
を
市
民

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
『
八
木
義
德
文
学
展
』
を
企
画

し
た
が
、
協
力
を
お
願
い
し
た
八
木
か
ら
の
返
信
に
は

「
八
木
文
学
展
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
は
作
家
が

亡
く
な
っ
て
か
ら
す
る
も
の
で
、
私
は
い
ま
だ
現
役
で

八
木
義
德
を
め
ぐ
っ
て
⑶　
│
│
ふ
る
さ
と
の
「
港
の
文
学
館
」
│
│

す
」
と
あ
っ
た
。
設
立
期
成
会
は
、
八
木
の
単
独
展
を

諦
め
『
八
木
義
德
と
北
海
道
芥
川
賞
作
家
展
』
に
衣
替

え
し
て
開
く
こ
と
に
し
た
が
、
一
度
断
ら
れ
て
い
る
八

木
に
は
話
せ
な
い
で
い
た
。
当
時
室
蘭
に
は
八
木
と
親

交
の
あ
る
文
学
関
係
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
八
木
と

同
窓
の
旧
制
室
蘭
中
学
4
・
8
会
に
相
談
し
て
、
八
木

と
の
橋
渡
し
役
と
な
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、

手
持
ち
の
資
料
が
少
な
い
中
、
会
期
の
迫
っ
た
設
立
期

成
会
に
、
突
然
八
木
か
ら
「
海
明
け
」
の
生
原
稿
を
は

じ
め
千
点
余
り
の
文
学
資
料
が
届
け
ら
れ
た
。
文
学
展

に
は
、
八
木
の
初
版
本
な
ど
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
市
民
が
足
を
運
び
盛
況
に
終
わ
っ
た
。
そ

の
時
の
大
量
の
資
料
が
、
文
学
館
開
館
の
大
き
な
弾
み

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

平
成
11
年
10
月
、
同
館
の
一
部
を
改
装
し
、
更
に

八
木
か
ら
新
た
に
提
供
さ
れ
た
資
料
が
加
え
ら
れ
『
八

木
義
德
記
念
室
』
は
誕
生
し
た
が
、
翌
月
そ
れ
を
見
届

け
入
れ
替
わ
る
か
の
よ
う
に
八
木
義
德
は
亡
く
な
っ
た
。

そ
こ
に
は
八
木
の
生
い
立
ち
か
ら
、
作
家
と
し
て
の
人

生
、
作
品
全
て
が
展
示
・
保
管
さ
れ
て
い
る
。「
港
」の

名
を
持
つ
こ
の
文
学
館
は
、
ふ
る
さ
と
室
蘭
の
自
然
、

特
に
測
量
山
と
そ
の
周
り
の
海
に
深
い
愛
着
を
持
っ
た

八
木
の
分
身
の
よ
う
で
も
あ
る
。
こ
こ
を
訪
れ
る
と
い

つ
で
も
八
木
義
德
に
会
え
る
の
だ
。

 

（
協
力
・
港
の
文
学
館
）

編 集 後 記

▼そば打ちは、最初の「水回し」が肝心。
そして、打ちたてのそばをその日のうち
に食べるのが大事。ということで、私も
いただきました。おいしかったぁ～。愛
好会の皆さん、ごちそうさまでした！（ｔ）

▼室蘭でも初雪が観測され、とうとう本
格的な冬が到来。温かい鍋と熱燗がおい
しい季節がまたやってきましたね。12月
は室蘭でもイベントがめじろ押し。寒さ
なんて楽しさで吹き飛ばそう。（こな）

▼ちまたで密かなブームになっている地
球岬の満月。少し時期外れだったが、初め
て見に行き撮影に挑戦。「動かないし簡単
だろう」と思いきや…絞りや露出時間の
調整がかなり難しい！まだまだ未熟。（お）

▼月に一度の「母恋駅を愛する会」。秋晴
れに「マリン少年少女合唱団」の澄んだ歌声
が響き、電車の乗降客も足を止める。小さ
な駅いっぱいの聴衆が拍手。継続した活動
が地域に根ざし、地域を明るく照らす。（ゴ）

▼先月号の特集「坂」に対し、多くの反響。
知っている人にとっては当たり前な企画
かと心配したが意外と好評。室蘭を知り
郷土愛が増してくれると私達もうれしい。
また、今年１年間のご愛読に感謝。（え）
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